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Abstract
The independence of the elderly is viewed as a problem in modern society.  This project puts 
into practice rehabilitation with the use of barriers at elderly care facilities in order to prevent 
seclusion and physical decline in the elderly.  A characteristic of it is that the elderly use outside 
barriers and hold group walks.  Support from elderly care staff is necessary in order for the 
elderly to do barrier walking at ease.  To that end, it is necessary for staff to create an original 
walking course that matches their physical strength.  This paper reports on an examination on 
barrier walking, guideline designs, and a prototype application for creating a walking course.
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１名，２回目は平成 26 年 10 月９日（木）で入居者８名とスタッフ２名，３回目は平成 26
年 11 月６日（木）で入居者８名とスタッフ１名，４回目は平成 26 年 11 月 27 日（木）で
入居者７名とスタッフ１名である。
図３．ウォーキングクラブの同行調査、平成 26 年６月５日（左上）、平成 26 年 10 月９日（右上）、






























































































作成方法を検証することである。開発は Monaca で行い，Android，iOS の両 OS に対応
させた。
７．１．プロトタイプアプリの機能
　実装した機能は以下の通りである。
（１）ユーザーの位置情報を取得し，アプリ起動時にユーザーの現在地周辺の地図を表示
する。
（２）地図上をタップすることによってマーカーがマーキングされる。マーカーアイコン
は，「段差，階段」「スロープ」「上方向」「右方向」「下方向」「左方向」の６種類があ
り，マーカー自体をタップすることによって順番に切り替わる。加えて，マーカーはド
ラッグすることによって移動が可能である。
（３）画面下部の「道路地図」と「衛星写真」をタップすることによってマップタイプを
それぞれ「道路地図」と「衛星写真」に切り替えることが可能である。
７．２．ウォーキングコースの作成方法
　プロトタイプを起動すると，ユーザーの現在地周辺の地図が表示される。ユーザーは実
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際にウォーキングをしながら，段差や階段，スロープがある所では，それぞれのマーカー
をマーキングする。そして，交差点では曲がる方向のマーカーをマーキングする。これを
繰り返すことでウォーキングコースを作成する。
８．今後の課題
　ウォーキングクラブの同行調査により，入居者の体力の向上やコミュニケーションの活
性化がみられた。そしてアプリの機能検討のための WS を行ったことで，必要な４つの機
能を検討することができた。今後は，制作したプロトタイプを使用した WS を行い，高齢
者福祉施設スタッフを対象としたより適切なウォーキングコースの作成方法を検証する。
その結果をもとにアプリケーションの仕様書を作成する。加えて，高齢者がウォーキング
をする際のモチベーションの維持の設計が重要な課題である。
図５．「ウォーキングコースメーカー」プロトタイプアプリ
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